



























































































































































































け足して答えることがある。＜生徒 B ＞は、ASD お





















負けず嫌いである。＜生徒 D ＞は、ASD と診断され
ており、療育手帳 B 判定を有する女子生徒であった。
















































































































いか（生徒 A ／反証）」 という主張に対して、「お店
にはみかんがある（生徒 B）」と応答した。
エピソード２　行事担当を決める場面では、まず、「生
徒 A くんの誕生日は生徒 A くんに書いてもらいたい
（生徒 C・D ／利他）」、「うん。いいね（生徒 B ／利他）」
という発話がみられた。次に、体調不良である生徒 C
の「生徒 A くん、私ここ（生徒 A が希望した行事担当）
でもいい？」という発話を受けて、「うん。いいよ（生
徒 A ／利他）」、「（生徒 A に対して）さすが。生徒 C
さんは、『参観日』を書きます（生徒 D ／利他）」、「で
も、生徒 A くん、書きたいんじゃないの？（生徒 B
































C ／利他）」 と生徒 B のために説明したことで、「そ
れか。そういう意味だったんだ。去年したね。覚えて
いたよ（生徒 B）」 と理解を促すことにつながった。


















「（司会の）生徒 A くん。生徒 B くんがいい案を思い
付いたらしいんよ。絵を描いてみてもいいですか？（生
































































































































徒 D ／反証）」 と心配すると、「もう少し緑色が欲し
いです。黄緑じゃなくて、緑がいいと思う。（上部が
緑色のため）ちょうどよくなる。もう少し緑を足した























僕もそう思うよ（生徒 B ／利他）」、「前ね、生徒 D さ
んが書きたいって言ってたよ（生徒 C ／利他）」と欠
席している生徒のためを考える発話がみられた。
　７・８月は、生徒 A と生徒 D が欠席したため、生














「かかわりのある発話」に関しては、生徒 A と生徒 B
が友達に賛同する関連型の発話が生起し、生徒 D の













































































































































































C が生徒 B の意見への推論を行う関連型の発話が生
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Characteristics of Forming Human Relationships and Social Development Abilities  
in Special Needs Class in Junior High School :







　　 Characteristics  of  forming human relationships and  social development ability were examined  for 





second stage, and arising of  “counter-evidence /sharing type speech  for proposals”,  “repeated sharing type 
speech” and “agreed speech with sharing type speech”  from an altruistic and collective perspective  in the 
third stage followed by continued sharing type speeches. From these outcomes,  it has been suggested that 
such  speeches  arise  that  agree with proposals  for problem  solving  and  those made by  friends while 
discovering problems by discussion between students along with a  trend shifting  to speeches  focused on 
friends and groups in the class as well.
Keywords:  Junior high school, Forming human relationships and social development abilities, Discussion 
activities, Analysis of speeches
